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*�*� 星星空空ガガイイドド（（２２‐‐３３月月））

*�*� 『『ロロボボッットト』』誕誕生生かからら１１００００年年

* * 天天文文のの話話題題「「象象限限儀儀のの中中のの小小ささなな工工夫夫」」

*"*" 化化学学ののここばばななしし「「おお茶茶ののおおいいししいい化化学学 そそのの２２」」

+5+5ジジュュニニアア科科学学ククララブブ

*&*&最最近近のの研研究究発発表表

*'*' ココレレククシショョンン「「チチェェリリャャビビンンススクク隕隕石石」」

*(*( ミミニニ企企画画「「積積みみ木木ののルルーーツツ

～～フフレレーーベベルル『『恩恩物物』』～～」」展展

**** 科科学学館館アアルルババムム

*,*, イインンフフォォメメーーシショョンン

*0*0友友のの会会

*2*2展展示示場場へへ行行ここうう「「火火力力発発電電」」
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学学天天則則（（２２００００８８年年９９月月頃頃撮撮影影。。「「ロロボボッットト」」ににつついいててはは、、ｐｐ..４４～～ををごご覧覧くくだだささいい））
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星空ガイド ２月１６日～３月１５日

※惑星は２０２０年３月１日の位置です。

よいの星空
２月１６日２２時頃

３月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
２月１６日 ４時頃

３月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 曜 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

２ １６ 日 ６：４３ １７：４１ ０：２７ １１：１５ ２２.２

２１ 金 ６：３８ １７：４５ ５：１５ １５：２５ ２７.２

２６ 水 ６：３２ １７：５０ ８：０４ ２０：０７ ２.５

３ １ 日 ６：２７ １７：５３ ９：５８ ２３：４９ ６.５

６ 金 ６：２０ １７：５８ １３：５５ ３：４２ １１.５

１１ 水 ６：１４ １８：０２ １９：５２ ７：２０ １６.５

１５ 日 ６：０８ １８：０５ --：-- ９：５３ ２０.５

星空ガイド

２
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お茶のおいしい化学 その２

図１．分子の構造式。（左）茶の中の主なアミノ酸であるテアニン。赤で示した構造がアミノ
酸の特徴。（中）茶の中の主なカテキン、エピカテキン。赤で示したベンゼン環と－ＯＨ（ヒド
ロキシ基）のセットがカテキンの特徴。（右）カフェイン。これは総称ではなく分子の名前。
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化学のこばなし
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図２．抽出中の玉露。約６０度
の少量の湯で特にうまみを抽
出する。筆者撮影。
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上羽 貴大（科学館学芸員）
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学芸員の研究発表など

研究論文「サーモスタットを用いた過冷却水の安定作成法」
長谷川 能三（学芸員）
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研究成果物「フーコー振り子 見学・活用ガイド」
渡部 義弥（学芸員）
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研究発表「実際例を通してみる周期表の作成とその意義について」
小野 昌弘（学芸員）
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大阪市立科学館は、「科学を楽しむ文化の振興」を使命として活動しています

研究発表
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チェリャビンスク隕石

チェリャビンスク隕石落下時に観測された
隕石雲（大気圏内で蒸発した岩石の成分
が冷えて微粒子になったもの）
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飯山 青海（科学館学芸員）

科学館で展示している
チェリャビンスク隕石８.３ｇ

大阪市立科学館では、化学・物理・天文学・科学技術に関連した資料を収集しています

コレクション 受入番号 ２０１９-０７
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今月は１２月のできごとをレポートします。２６日に部分日食がありましたが、残念ながら日本全国

あまりお天気に恵まれませんでした。科学館でも観察会を予定していたのですが、やむなく中止。
残念！無念！また次回！！ということで２０２０年６月２１日の部分日食、晴れることを期待しましょう！

１２月１日（日）
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１２月４日（水）
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総勢６０名のサイエンスガイドさんが総力をあげて
展示場の案内をしました。プチ・サイエンスショーや
展示解説、体験コーナーなども設け、来館者の皆
様に分かりやすく展示をお楽しみいただきました。

年２回、恒例行事となっている臨時休館中の大
掃除を行いました。ふだん手の届きにくいところま
で念入りにお掃除しました。アトリウムでは職員が
クリスマスツリーの設置・飾り付けを行いました。

１２月５日（木）
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１２月５日（木）
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職員全員で消防避難訓練を行いました。火災発
生時にお客様を安全かつ迅速に避難・誘導でき
るよう、職員同士での連絡、館内放送、避難動線
を確認し、最後に改善点などを話し合いました。

消防避難訓練後、午後には６日から始まる新しい
サイエンスショーとプラネタリウムや、展示物の紹介
を職員向けに行いました。また、ＡＥＤ講習も行い、
胸骨圧迫やＡＥＤの使い方などを習得しました。
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火力発電

重油を炊いて蒸気を発生させてタービンを回す…。私が子どものころは、そんな方

法で発電していましたが、今はどうして

いるのでしょう？

確かに石油（現在は重油ではなく、

原油を使うことが多いようです）や石炭

などの燃料をボイラーで燃やして水蒸

気を作る、いわゆる汽力発電という方

法もあるのですが、現在の火力発電の

主力は、ＬＮＧを燃料とするコンバインド

サイクル（ＣＣ）発電です。

展示場１階には、火力発電のしくみ

の展示があります。大きな模型は汽力発電ですが、パネルにＣＣ発電のしくみが解説

されています。

少ない燃料で多く発電したいですが、物理法則から燃料を燃やして発生する熱を

すべて電気エネルギーに変換することができず、温度で決まる上限があることが知ら

れています。温度は高ければ高いほどよく、最新のＣＣ発電では、１６００℃の燃焼ガ

スを直接ガスタービンに吹き付け、排気ガスを使って熱回収ボイラーで水蒸気を発

生させて水蒸気タービンを回します。熱効率は６０％に達します。

一方で東日本大震災以来、

日本は火力発電の比率が増え

８０％を超えています。しかもそ

のうちの４０％は石炭で発電さ

れています。石炭は、安く安定し

て入手できる利点があります

が、二酸化炭素を多く出してし

まうのが問題になっています。

大倉 宏（科学館学芸員）
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発受電電力の推移。紫がLNG、オレンジが石炭。
エネルギー白書２０１８より

「学芸員の展示場ガイド」では、サイエンスガイドの方といろんな展示を動画で
紹介しています。ホームページからアクセスできますので、ぜひご覧ください！

展示場１階展示：火力発電

展示場へ行こう


